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あ　と　が　き
関西大学学生センターが実施している「学生生活実態調査」は、1955年に第１回の調査を行っ

て以来、半世紀を超える歴史があります。学生生活実態調査は1988年以降から異なった調査形式

をローテーションで実施することとし、2003年度まで毎年実施していましたが、2004年度以降か

ら隔年の実施となっていました。しかし、学生生活の実態が多種多様に変化していることから、

学生の実態をより的確に把握するため、2009年度から再び毎年実施しています。この間、蓄積し

てきた調査結果のデータは膨大な量であり、本学としても貴重な財産として保存しています。

この調査は、1988年度以降３種類の異なった調査形式をローテーションで実施しております。

１つ目は、経年比較を目的として、同様の質問項目を繰り返して行う「本学独自調査」です。	

２つ目は、学生の気質や考え方、生活習慣の変化など、基本項目だけでは測ることの出来ない情

報を得るために、調査する年の社会情勢を踏まえて独自に調査項目を設定して行う「特別テーマ」

です。そして３つ目が、今回実施した、日本私立大学連盟の実施する「学生生活実態調査」（全

国調査）との比較に主眼を置いた調査です。日本私立大学連盟の調査結果と本学の調査結果を比

較し、今日の学生の生活実態を把握することで今後の学生支援のあり方を検討していく資料にし

ていきたいと考えております。

今回の調査の結果、全国平均と大きく差があらわれたのは『本学を選択した理由』で、「就職

に有利だと思ったから」が12.4ポイント、「総合大学だから」が11.6ポイント上回る結果となりま

した。また、『正課外講座の内容』についても、「就職対策」が10.1ポイント全国平均を上回る結

果となっており、本学学生が就職活動を視野にいれながら、大学生活を過ごしていることが明ら

かとなりました。

その一方で、『大学生活で身についたこと』『大学生活で身につけたいこと』では、本学学生が

身についたと感じることと、実際に身につけたいと考えている内容に差があることもわかりまし

た。これらの結果から、大学生活を過ごす中で、将来の夢や目標を自問自答しながらも、その実

現に向けて真摯に取り組む姿を感じ取ることができました。

この学生生活実態調査によって、本学学生の学生生活に関する様々なことが統計的に明らかと

なりました。本学としましては、この調査結果を貴重な資料としたうえで学生生活や教学におけ

る問題点等を改善するために有効に活用していきたいと考えています。

最後になりましたが、本調査を実施するにあたりご協力いただいた関係者の皆様をはじめ、ア

ンケートに回答いただいた学生諸君に厚く御礼申し上げます。


